
第149号(昭和48年7月2日第三種郵便物認可)

^き
0 ^!'.0 ξ証

第 1 4 9

奈良会議所ニュース

奈虞、良
^

゛

癖

翻蟹1
、コ
'

昭和56年2月10日(毎月1回10日発行)

^' "舳1

、

、、築1

''
^

,、^ー 二P■邁,^

、

^

ゞ息

脚・、

1、¥鳥
.

を"

、-M,肌噸◆.エ

/>二敏.

,゛゛

キ'ゞJ

ヘ

ψ

,
^●

1981.2

f一琴亨無、"髄,

徐

^

噛a n鄭臨藹艶熊.
!1ゑ1 '{1、,、ー'、導

'1"、"昼鳶確壷鵬_滝_匙 !予セ,,
駐、

亀

C器

'

'

'、 1

理、

の望

、

第149号(第三種郵便物認可)

昭柘6年新年賀会開催一

中小企業景況調査報告

「こんにちはヨーロッパ」③・

企業経営のかんどころ・・・・

生命保険と税金

42.フ

..............................゛..................

お問し、合はせー・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501

.................●●●●●●■●

25.0

目

争,●.●.

性別

'

NQ

16.9

男

△0.26

職

営業飲食関係)

^毛.嘗、ー、."

^僕1

2

種

ー,毎,

建築設備管理

3

子

然求4職1者・情二穀泌χウ、:ゞ瓢、吹.エ、二4ド'.ゞ、ゐfぞ、・ン,4貸'4゛丈1 ゞCナ'ノ゛&.ψ・1.

('

年令

機械設計

4 営業係啄売企画
広告宣伝渉外)

写

経
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て

5

食店
フロント管理10年

,,

寮

45

春日大社万燈籠

女

35

軽

・・・・ 2

3

4

・・・・・・ 9

ー・10

験

2

機械設計製図

指

59

作

理

3

子

務野
本

広告渉外

'

軽

62

導

200,000円

業

4

寮管理(夫婦)
16

12

清

職業紹介状況 a2月)学卒・パートを除く(奈良公共職業安定所)

43

作

人

員

250,000円

今月16日から
確定申告の
受付

包装仕上

5年

寮

47

熊詐

掃

業

33年

福祉関係
指導員、保母8年

200,000円

項目

55

クぜ耳

係

ぞノ

150,000円

9.00~ 18.00
(日・祝)

不問

下廻り

60

理

黒盆.住)

200,000円

8.30~17.00
(日・祝)

3年

清掃係 10年

規
間有

58 寮管理(夫婦)16年

9.00~18.00
(日・祝)

奈良市
通

70,000円

規

求

間有効求職者

生駒・奈
通

120,000円

10年

規模

8.00-17.00
(日・祝)

区分

求
足

お気軽に当所ま でおこ
しください。

不問

住所

奈良市消費者物価指数Ⅱ月(昭和50年=100)

人

9.00~17.00
(日・祝)

80,000円

効
職

不問

人

8

奈良市

60,000円

数

配偶者
の有無

求

不問

200,000円

生駒市

9.00~17.00
細・祝)

総

人

不問

10月

9.00~16.00
(日ヰ別

奈良市

第149号掲載分

有

学歴

463

倍

1,445

不問

8.00~17.00
(日・祝)

奈良市

上昇率

高卒
普通自免・調理師

有

136.6

対前月比

男

227

率

Ⅱ月

不問

生駒市

旧中卒普通自免
労働衛生管理員

658
3,726

有

317

.

不問

884

高卒(機械製図)
普通自免

奈良市

330

有

137.3

資格

女

脊簸

145

165

0.5

0.38

不問

県内
通・住

337
1,927

都祁村

有

高専・英文科卒

146

前年比彫

不問

18

食料

561

奈良市

旧中卒

有

フ.0

0.5

82

△28

0.45

不問

321

乗客数 12月

奈良市

1,799

△29

有

中卒

住居

144

126.6

印
刷
所

生駒市

高卒
保母

無

8.2

0.31
釘

無

普通自免
・助教員免

月別

摘要

高小卒

光熱

2.8
△1

128.1

133.5

有

(国鉄奈良駅・奈良交通)

高小卒

国鉄奈良駅

(総理府統計局)

12月

高小卒

乗

被服

132 6

171.1

ミ

奈良交通名所めぐり

客

雑費

408,507

136.1

170 5

奈良公園

5,093,657

乗客

奈良県倒産状況 12月

奈良・法隆寺
西ノ」デ、

(人)

137.5

146.3

2,980

月別

乗

99,082

146.5

摘要

Ⅱ月

客

1,188

12月

件数

43,944

帝国興信所

1月~12月

(内整理を含む負債1,000万円以上)帝国興信所

Ⅱ

金

34億3,500万円

4

額

4 億5,000万円

79

12

127億7,300万円

ヱ又
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通

奈

内市
通
良奈
県
通
市良

通
奈

灰良
通

奈

市良
通

奈
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管

A
目
士
ハ
日
か
ら
栗
申
告
の
受

付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
棗
主
の
方

に
と
っ
て
は
総
登
の
時
期
で
あ
る

と
同
時
に
頭
の
痛
い
時
翠
も
あ
り

ま
す
▼
当
所
宋
企
業
相
談
所
て
は

恒
例
に
よ
り
確
定
申
告
が
始
ま
る
十

六
日
か
ら
一
力
月
に
わ
た
り
確
定
申

告
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
せ

い
ぜ
い
御
利
用
く
だ
さ
い
▼
と
こ
ろ

て
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
い
つ
憲

じ
る
の
は
日
常
の
記
帳
の
重
要
さ
。

年
に
一
回
し
か
経
営
状
祭
把
め
な

い
と
い
う
こ
と
て
は
僅
な
発
展
は

望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
▼
今
年
こ

そ
記
帳
の
習
慣
を
つ
け
よ
う
て
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
わ
か
ら
な
い
点
は
遠

慮
な
く
当
所
ま
て
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

《

0

計

8

゛
ー

新
月
充
新
月

一
戻

紹
就
有

合

発
行
所

査
市
登
大
路
町

託
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者紺

家
稔

枕
奈
良
明
新
社

一
部
五
十
円

月
卿左

目ご

、

(
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松



「
政
府
中
小
人
業
金
融
機
関
の

貸
出
金
利
の
引
下
げ
に
つ
い
て
」

十
一
月
二
十
八
日
付
け
て
、
宋

企
業
金
融
公
庫
及
び
国
民
金
融
公
庫

の
貸
出
金
利
(
基
準
金
利
)
が
九
.

一
%
か
ら
八
・
ハ
%
に
引
下
げ
ら
れ

ま
し
た
0

商
工
中
金
に
つ
い
て
も
同
日
付
け

て
、
長
期
(
-
 
1
三
年
)
組
合
貸
九

五
彫
か
ら
八
・
ハ
%
、
構
成
員
貸

.九
・
ハ
%
か
ら
九
・
一
%
に
そ
れ
ぞ

れ
引
下
げ
ら
れ
ま
し
九
。

又
、
氷
企
業
金
融
公
庫
及
び
国

民
金
融
公
庫
の
特
別
幕
制
度
の
金

利
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
一
日
付
け

て
引
下
げ
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
制

度
に
応
じ
て
0
・
Ξ
%
か
ら
0
・
五

%
の
幅
て
引
下
げ
ら
れ
ま
し
九
。

特
に
売
業
て
は
悪
化
の
動
き

と
し
て
、
去
る
十
月
一
日
付
け
て
第

一
次
分
二
百
十
一
名
に
対
し
て
、
通

商
産
業
大
臣
名
て
委
嘱
を
行
い
ま
し

九
が
、
更
に
十
二
月
一
日
付
け
て
第

二
次
分
と
し
て
十
五
名
が
追
加
さ
れ

ま
し
九
。

宋
企
業
経
営
委
員
の
名
簿
は
、

系
道
府
県
及
び
尖
市
の
総
合
指

導
所
等
に
そ
な
え
つ
け
、
永
企
業

の
方
々
か
ら
の
紹
談
に
応
じ
て
適

当
な
餐
呂
委
員
が
条
さ
れ
、
無
料

て
相
談
・
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

て
御
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
宋
企
業
経
営
相
談
璽

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
コ
ア
制
度
に
な

ら
い
、
企
業
経
営
の
第
一
線
を
退
い

九
餐
呂
喜
て
、
企
業
餐
呂
に
豊
富

な
経
験
と
実
績
を
も
っ
て
い
て
、
中

小
企
業
へ
の
相
談
に
意
欲
を
も
っ
て

い
る
者
を
通
商
産
美
臣
が
「
朱

企
業
経
営
委
員
L
 
と
し
て
委
嘱
し
、

姦
を
受
け
た
同
委
員
が
永
企
業

の
無
料
相
談
に
応
じ
る
制
度
て
す
。

尚
、
当
県
て
は
現
在
同
制
度
は
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

1

三
五
0
人
が
集
い
盛
大
に
開
催

昭
和
五
十
六
年
新
年
賀
会

「
中
小
企
業

経
営
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て
」

新
年
恒
例
の
「
新
年
賀
会
」
は
先

月
六
貝
当
所
、
奈
良
経
済
同
友
会

及
び
当
所
寿
倶
楽
部
の
共
催
て
約

三
五
0
人
が
集
い
盛
大
に
鴨
さ
れ

た
。君

が
代
、
年
の
始
め
の
合
唱
て
幕

を
あ
け
九
年
賀
会
て
は
、
知
父
口
い

を
見
つ
け
て
は
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

翻
な
ら
て
は
の
光
景
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
な
か
、
賀
会
は
進
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
五
倭
予
算
に
よ
っ
て

新
設
さ
れ
た
「
宋
企
業
経
営
相
談

妻
L
 
に
つ
い
て
は
、
こ
の
棗
の

中
核
と
な
る
「
宋
企
業
餐
呂
委
員
L

促
し
九
。

こ
の
あ
と
、
今
年
の
エ
ト
・
酉
年

生
ま
れ
の
四
十
二
人
に
鴛
も
の
の

破
魔
矢
が
手
渡
さ
れ
、
引
続
い
て
上

田
県
知
事
杏
奈
良
市
長
の
祝
辞

の
あ
と
、
小
山
相
談
役
の
乾
杯
の
音

頭
て
祝
宴
に
入
り
、
新
九
な
決
意
の

も
と
新
春
を
祝
い
合
っ
九
。

ま
ず
小
林
会
頭
が

「
激
動
す
る
経
済
、

カ
ゲ
リ
の
見
え
る

景
気
と
い
う
厳
し

い
現
実
の
経
済
環

境
を
ふ
ま
え
て
、

A
後
九
ゆ
ま
ぬ
努

力
て
難
局
を
切
り

拓
い
て
容
九
い
」

と
決
意
を
述
べ
続

い
て
あ
い
さ
つ
に

立
っ
九
植
田
経
済

同
友
会
代
表
幹
事

も
「
激
動
す
る
経

済
に
真
剣
に
取
り

組
ん
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と

参
茄
者
の
発
奮
を

向

「
中
小
企
業
景
況
調
査
報
告
書
」

(
調
査
結
果
の
概
要
)

ω
売
上
げ
の
見
通
し

全
産
業
て
は
、
増
加
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
産
業
別
に
み
る
と

卸
売
業
て
は
増
加
を
予
想
す
る
企
業

が
半
数
を
超
え
て
い
る
ほ
か
、
建
設

業
を
除
く
各
産
業
て
増
加
の
見
通
し

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

②
経
常
利
益
の
見
通
し

全
産
業
て
は
、
不
変
と
い
う
企
業

が
約
半
数
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、

今
期
に
引
き
続
き
悪
化
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
産
業
別
に
は
、
特
に
建
設

業
て
悪
化
の
見
通
し
が
悪
い
こ
と
が

目
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
卸
売
業
だ
け
は
わ

ず
か
に
好
転
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

③
資
金
繰
り
の
見
通
し

全
産
業
て
は
、
今
期
に
引
き
続
き

悪
化
の
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、
産

業
別
に
は
、
特
に
建
設
業
て
悪
化
の

予
想
が
強
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。

④
業
況
の
見
通
し

全
産
業
て
は
、
今
期
に
引
き
続
き

悪
化
の
予
想
と
な
っ
て
お
り
、
産
業

別
に
は
、
特
に
建
設
業
て
悪
化
が
著

し
い
と
い
う
厳
し
い
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

凡
 
J
を
,

ゞ
、
、

ノ

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

⇔
来
期
(
十
月
1
十
二
月
)
の
見
通

三
〆
イ

し

コ

.
ι

、
ー』

、

r

f
,
、
,

(

朱
企
業
庁
及
び
宋
企
1

団
は
第
一
回
永
企
業
景
況
調
査

報
告
書
を
ま
と
め
発
表
し
九
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
五
年
九

月
五
日
時
点
て
、
七
月
か
ら
九
月
期

ま
て
の
実
績
と
十
月
か
ら
十
二
月
期

ま
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
全
国
約

一
万
五
千
企
業
を
対
象
と
し
て
行
っ

た
。
こ
の
う
ち
回
答
を
得
九
の
は
、

一
万
三
九
四
九
企
業
て
、
回
答
率
は

九
四
・
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
て
あ
っ
九
。

こ
の
高
い
回
収
率
は
、
調
査
謬

が
、
全
国
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所

の
経
営
指
導
員
及
び
宋
企
業
団
体

実
会
の
情
報
連
絡
員
が
企
業
を
訪

問
し
、
面
接
・
聴
き
取
り
に
よ
っ
て

行
っ
た
結
果
て
あ
る
。

一
今
期
(
七
月
1
九
月
)
の
中
小
企

業
の
動
向

ω
売
上
げ
の
動
向

全
産
業
に
つ
い
て
、
前
期
比
て
み

る
と
、
や
や
増
加
を
不
し
て
い
る
。

こ
れ
を
産
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業

て
は
ほ
ぼ
横
は
い
、
建
設
業
て
は
や

や
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
卸
売
業

小
売
業
サ
ー
ビ
ス
業
て
は
増
加
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
年
同
期
比

万
2
所
~

業
勿

営
⑳

、
゛

.

f

重

3

、

に
つ
い
て

て
み
る
と
、
各
産
業
と
も
増
加
と
な

つ
て
い
る
中
て
建
設
業
が
減
少
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

②
輸
出
の
動
向

前
期
比
て
み
る
と
、
六
割
近
く
の

企
業
が
不
変
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
横

ぱ
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
前

年
同
期
比
て
み
る
と
、
か
な
り
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

望
品
・
商
品
在
庫
の
動
向

全
産
業
に
つ
い
て
、
前
期
比
て
み

る
と
、
不
変
と
す
る
企
業
が
約
六
割

を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
増
加
し
九

と
す
る
企
業
も
約
三
割
と
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
産
業
別
に
み
る
と

卸
売
業
を
は
じ
め
と
し
て
各
産
業
に

お
い
て
増
加
の
動
き
が
み
ら
れ
、
過

裂
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

④
価
格
の
動
向

原
材
料
・
商
品
籌
入
単
価
を
全

璽
に
つ
い
て
、
前
期
比
て
み
る
と

上
昇
し
た
と
す
る
企
業
が
約
半
数
を

占
め
て
い
る
。

一
方
売
上
(
加
工
)
単
価
・
客

単
価
を
全
産
業
に
つ
い
て
、
前
期
比

て
み
る
と
、
上
昇
し
た
と
す
る
企
業

が
約
三
割
と
多
い
も
の
の
不
変
と

)
市

す
る
企
業
も
半
数
を
超
え
て
い
る
。

⑤
経
常
利
益
の
動
向

全
産
業
に
つ
い
て
、
前
期
比
て
み

る
と
、
全
体
と
し
て
売
上
等
の
伸
び

悩
み
、
原
材
料
、
商
品
等
の
仕
入
単

価
の
上
昇
な
ど
を
反
映
し
て
、
悪
化

し
た
と
す
る
企
業
が
約
四
割
と
多
く

な
っ
て
い
る
。
産
業
別
に
は
、
製
造

業
建
設
業
て
悪
化
傾
向
が
著
し
い
。

ま
九
、
前
年
同
期
比
て
み
て
も
、
建

設
業
て
悪
化
傾
向
が
著
し
い
こ
と
を

は
じ
め
と
し
て
、
各
産
業
と
も
悪
化

の
動
き
を
示
し
て
い
る
。

⑥
資
金
繰
り
の
動
向

全
産
業
に
つ
い
て
、
前
期
比
て
み

る
と
、
不
変
と
す
る
企
業
が
三
分
の

二
以
上
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
悪

化
の
動
き
も
か
な
り
強
く
な
っ
て
い

る
0⑦

経
営
上
の
問
題
点

経
営
上
の
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
製
造
業
、
卸
売
業

て
は
需
要
の
停
滞
、
建
設
業
て
も
官

公
需
要
の
停
滞
が
最
も
多
く
な
っ
て

お
り
、
需
要
の
不
振
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
小
売
業
て

は
大
型
店
や
同
業
店
の
進
出
に
伴
う

競
柔
伴
の
激
化
等
の
問
題
が
目
立

つ
て
い
る
。
ま
九
、
サ
ー
ビ
ス
業
て

は
材
料
籌
入
単
価
の
上
昇
や
経
費

の
増
加
な
ど
の
問
題
を
あ
げ
る
企
業

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

⑧
業
況
の
動
向

全
産
業
に
つ
い
て
、
前
年
比
て
み

る
と
、
悪
化
が
著
し
く
、
産
業
別
て

'
一

゛

、
、

2
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よ
、
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1
0
＼
リ
一
局
1

や
ぶ
に
ら
み
見
聞
録

ノ
ー
子

シ
十
ル
ル
・
ト
ゴ
ー
ル
空
港
は
、

そ
の
七
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
も
つ
超

徒
的
円
形
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ビ
ル
に

於
て
、
年
間
実
に
一
千
万
人
を
越
す

乗
降
客
を
捌
く
と
云
わ
れ
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
随
一
の
大
空
港
て
あ
る
0

我
々
が
三
度
こ
の
空
港
を
訪
れ
九

の
は
、
旅
程
も
半
ば
を
過
ぎ
た
、

月
二
十
三
日
の
午
後
の
こ
と
て
あ
っ

た
。都

市
全
体
が
即
博
物
館
と
云
っ
た

印
豊
受
け
る
こ
の
。
ハ
リ
市
は
、

ン
ビ
ー
ム
・
ル
イ
十
四
世
や
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
・
ポ
ナ
。
ハ
ル
ト
、
そ
し
て
ナ

ポ
レ
オ
ン
三
世
や
、
オ
ス
マ
ン
欝

の
お
陰
か
ど
ぅ
か
知
ら
な
い
が
、

々
に
秘
め
ら
れ
た
長
い
歴
史
の
香
り

を
漂
わ
せ
て
い
る
一
般
の
建
物
の
殆

ん
ど
が
、
六
・
七
階
に
統
一
さ
れ
て

お
り
、
街
の
下
に
は
縦
横
に
上
下
水

道
が
走
っ
て
い
る
。

又
、
凱
旋
問
の
あ
る
エ
ト
ワ
ー
ル

広
場
か
ら
、
十
二
本
の
幹
線
道
路
が

放
射
状
に
延
び
て
お
り
、
そ
の
各
々

が
数
多
く
の
支
線
道
路
て
結
ば
れ
て

い
る

青
年
部
長
本
田
正
人

面
白
い
て
は
な
い
)
0

同
行
の
岡
本
氏
が
、
ほ
ん
の
目
と

鼻
の
先
に
あ
る
友
人
の
所
へ
行
く
の

に
、
一
時
間
余
り
も
迷
っ
た
挙
句
、

結
局
諦
め
て
帰
っ
て
来
た
程
て
、
右

に
曲
っ
て
、
右
に
曲
り
、
又
右
に
曲

つ
て
も
、
絶
対
に
元
の
位
置
に
は
戻

れ
な
い
と
云
う
、
厄
介
な
町
造
り
が

為
さ
れ
て
い
る
。

契
そ
の
や
や
こ
し
い
市
内
と
、

旅
の
疲
れ
も
も
の
か
は
、
ガ
イ
ド
氏

は
ハ
ー
ド
な
観
光
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
の

消
化
へ
と
、
我
々
を
駆
り
立
て
る
の

て
あ
る
。

サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
駅
前
を
通
り
、

音
に
聞
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
随
一
の
歓

番
ピ
ガ
ー
ル
広
場
を
、
上
品
な
旅

一
者
(
?
)
に
は
不
向
き
な
所
と
云

う
理
由
て
劃
さ
れ
、
残
念
そ
う
に

横
目
て
見
乍
ら
、
ル
ノ
ワ
ー
ル

0

.

カ
ソ
・
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
チ
ス
・
ユ
ト

り
口
等
、
若
き
日
の
大
画
家
逹
が
集

い
合
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
、
モ
ン

マ
ル
ト
ル
の
丘
に
直
行
、
テ
ル
ト
ル

広
場
て
、
今
は
無
名
の
画
家
達
の
作

品
を
鑑
{
員
し
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
・
ビ
ザ

ン
チ
ン
風
の
白
亜
ド
ー
ム
形
の
建
物
、

サ
ク
レ
・
ク
ー
ル
支
院
を
仰
ぎ
見
頭

を
廻
し
て
眼
下
に
右
手
は
凱
旋
門
・

左
手
に
は
セ
ー
ヌ

川
か
ら
シ
テ
島
へ
と
、
。
ハ
リ
市
の
ほ

ぼ
全
景
を
眺
め
、
又
バ
ス
に
乗
り
、

オ
ペ
ラ
座
・
バ
、
グ
ド
ー
ム
広
場
・
コ

ン
コ
ル
ド
(
別
称
ド
ゴ
ー
ル
)
広
場

・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
・
エ
ト
ワ
ー

ル
広
場
か
ら
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
へ
と
、

身
心
を
駆
使
し
九
の
て
あ
る
。

翌
二
十
五
日
は
早
朝
か
ら
叩
き
起

こ
さ
れ
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
・
エ
ッ

フ
エ
ル
塔
・
ド
ー
ム
教
会
(
内
陣
中

央
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
。
ハ
ル
ト
の

棺
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
)
等
を
巡
り
、

最
後
に
セ
ー
ヌ
を
越
え
、
。
ハ
リ
の
中

心

「
た
ゆ
九
え
ど
沈
ま
ぬ
島
L
 
シ
テ

島
に
渡
っ
た
。

こ
こ
に
は
「
総
て
の
道
は
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
へ
」
と
云
わ
れ
て
い
る
様
に
、

フ
ラ
ン
ス
各
地
へ
の
距
雜
の
起
点
と

な
っ
て
い
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
が
あ
り
、

有
名
な
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
院
が
、
ゴ

シ
ッ
ク
建
築
の
最
古
禄
作
と
し
て
の

偉
容
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
の
建
物
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
我

つ
子
は
気
取
っ
て
:
ハ
リ
区

＼

j

画
の
こ
と
を
「
エ
ス
カ
ル
ゴ
L
 
と
呼

ん
て
い
る
ら
し
い
が
、
小
生
に
云
わ

せ
れ
ぱ
、
ま
る
て
物
蛛
の
巣
だ
。
因

み
に
、
エ
ス
カ
ル
ゴ
(
か
九
つ
む
り
)

に
は
、
町
角
の
公
衆
便
所
と
云
う
意

味
も
あ
る
そ
う
て
あ
る
か
ら
、
全
く

せ
ら
れ
た
こ
と
て
あ
っ
九
。

八
月
二
十
五
日
は
、
。
ハ
リ
・
、
ジ
エ
ト

口
と
ユ
ー
ロ
マ
ル
シ
エ
・
ハ
イ
。
ハ

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
視
察
て
、
ヨ
ー
ロ

.ツ
。
ハ
て
の
最
後
の
一
日
を
費
や
し
九

の
て
あ
る
が
、
茲
て
、
小
生
な
り
に

知
り
得
た
フ
ラ
ン
ス
に
就
い
て
、
記

述
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
国
の
広
さ
が
日
本
の

五
倍
人
口
は
現
在
約
三
分

一

、
ハ

.

耕
地
可
能
面
積
が
全
士
の
八

、

十
七
%
と
云
う
広
々
と
し
九
士
地
を

て
い
る
農
業
国
て
あ
る
と
共
に
、

つ一

次
産
業
国
て
あ
る
か
ら
、
石
油

を
除
い
て
殆
ん
ど
総
て
の
も
の
が
、

自
給
自
足
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
輸
出
入
に
関
す
る
産
業

工
業
に
は
余
り
力
を
入
れ
て
い
な

.い
か
ら
、
夏
の
七
・
八
月
の
間

梧
か
ら
乞
食
に
至
る
迄
、
長
い
休

(

一

々
の
目
を
引
い
た

の
は
、
何
ん
と
云

つ
て
も
、
あ
の
ま

ば
ゆ
い
ぱ
か
り
に

美
し
い
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
、
「
北
の

.バ

ラ
窓
」
(
三

七
0
年
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
)
て
あ
っ
た
。

我
々
が
訪
れ
た

時
に
は
丁
度
日
曜

日
の
午
後
の
ミ
サ

が
行
わ
れ
て
い
た
。

藷
な
雰
囲
気

の
中
て
、
沢
山
の

ロ
ー
ソ
ク
の
光
に

映
え
て
浮
か
び
上

が
る
バ
ラ
窓
の
素

晴
ら
し
さ
に
は
、

し
ぱ
し
陶
然
と
さ

5

暇
を
と
っ
て
も
、
他
の
国
に
態
を

か
け
る
こ
と
が
な
い
と
云
う
の
は
、

一
部
の
人
々
の
暢
気
て
楽
し
い
見
方

て
あ
ろ
う
。

伝
語
産
業
て
あ
る
皮
革
製
品
・

衣
料
品
・
装
身
具
・
化
粧
品
等
々
に

は
、
ま
だ
ま
だ
人
気
は
あ
る
が
、

在
イ
タ
リ
ア
と
鎬
を
削
っ
て
い
る
状

ム
忠
て
あ
る
。

武
器
輸
出
年
間
二
十
五
億
フ
ラ
ン

の
内
、
六
十
%
を
ー
け
に
し
、

そ
れ
に
依
っ
て
、
石
油
輸
入
の
交
渉

を
優
位
に
し
て
い
る
。
 
E
C
デ
タ
ン

ト
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
い

る
0
 
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
に
於
け
る
大
国
と

の
イ
メ
ー
、
ジ
を
感
じ
さ
せ
る
フ
ラ
ン

ス
も
、
貿
易
収
支
三
百
六
十
億
フ
ラ

ン
の
赤
字
と
、
ど
ー
ラ
ン
ド
問
題
と

云
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

タ
ル
ボ
ッ
ト
.
プ
、
ジ
ョ
ー
.
シ
ト

ロ
エ
ン
・
ル
ノ
ー
等
直
接
に
は
二
十

五
万
人
問
接
に
は
百
万
人
を
越
す

労
働
者
を
有
す
る
自
動
車
産
業
の

オ
ペ
ッ
ク
の
原
油
価
格
引
き
上
げ

.

自
動
車
輸
出
台
数
の
減
少
・
一
般
需

要
者
の
買
い
控
え
等
か
ら
く
る
落
ち

込
み
が
、
貿
易
赤
字
・
経
済
不
況
の

最
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

又
一
召
は
莫
大
な
祥
を
し
て

い
る
ホ
ー
ラ
ン
ド
の
今
回
の
諸
問
題

に
端
を
発
し
、
食
肉
の
値
上
げ
撤
回

要
求
・
賃
上
げ
・
組
合
の
自
由
結
成

・
政
治
犯
の
釈
放
要
求
等
々
を
労
働

者
側
か
ら
迫
ら
れ
、
他
李
は
ソ
連

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
介
入
に
依
る
東

西
デ
タ
ン
ト
の
崩
壊
を
危
慎
し
て
お

り
、
フ
ラ
ン
ス
の
バ
ー
ル
・
西
ド
イ

ツ
の
シ
ユ
ミ
ッ
ト
両
首
脳
の
間
に
は

何
芋
も
電
話
て
話
し
合
い
、
相
談

出
来
る
様
に
、
専
用
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ

'4

,
、

終
り
に

旅
に
出
て
、
家
庭
や
故
里
の
良
さ

を
思
い
出
す
。
そ
し
て
日
本
と
云
う

国
の
現
状
を
轟
識
す
る
。

こ
れ
は
誰
て
も
同
じ
こ
と
て
あ
ろ

う
0こ

れ
迄
三
回
に
亘
っ
て
「
や
ぶ
に

ら
み
見
聞
録
」
と
題
し
て
、
駄
文
を

連
ね
て
来
た
訳
て
あ
る
が
、
我
が
国

「
日
本
」
を
見
直
す
時
は
、
絶
対
に

「
や
ぶ
に
ら
み
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
て
あ
る
。

今
回
西
欧
三
ケ
国
企
確
に
は
四

ケ
国
)
十
日
間
の
急
ぎ
旅
て
は
あ
っ

九
が
、
日
本
人
は
小
生
を
も
含
め
て

総
て
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
居
て
、
甚
だ

贅
沢
て
我
侭
て
不
遠
慮
な
民
族
に
成

り
つ
つ
ぁ
る
と
感
じ
九
。

出
界
の
極
東
に
位
置
し
、
地
続
き

の
国
境
の
無
い
我
が
国
は
、
隣
国
や

他
国
の
騒
動
の
影
響
を
、
そ
う
切
実

且
つ
敏
感
に
は
受
け
な
い
て
済
む
が
、

こ
の
侭
て
居
る
と
今
に
全
世
界
か
ら

背
を
向
け
ら
れ
て
、
世
界
に
先
駆
け

て
滅
び
行
く
国
と
成
り
兼
ね
な
い
と

云
う
危
倶
を
禁
じ
得
な
い
の
て
あ
る
。

近
年
我
が
国
も
頓
に
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ

ナ
イ
ズ
さ
れ
て
来
て
い
る
、
と
云
う

こ
と
は
、
我
が
国
独
自
の
悩
み
の
他

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
各
国
が
現
奪
て

余
ま
し
て
い
る
悩
み
迄
導
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
和
洋
折
衷
の
悩
み

て
混
頓
と
し
九
時
代
に
没
入
し
て
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
て
あ
ろ
う
。

そ
れ
迄
に
日
本
人
が
物
心
共
に
一

層
高
度
成
長
し
、
洗
練
さ
れ
九
国
際

人
に
な
っ
て
お
れ
ば
良
い
の
だ
が
と

願
い
つ
つ
、
脱
稿
す
る
盗
て
あ
る
。

、

キ
、

高量
園テシ

、双

「
'
ー
ー

ー
'
,
M
'
゛
●
1
 
.

二
伽
'
書
,

鳥
、
'
叉
、
冉
゛

ん

店
薫
1
W

良
柴
5
②

奈
Ⅱ
、
 
2
 
)

ノ
丁
 
2

事
長
辻
ゆ

木
工
店
木
(

災
畿
良
T

防
近
奈

調空ト電

゛
 
Y
 
、
 
J
、

讐
.
▲
ト
^
}
、
"

(
す

气

"
(
、
0
、
、

ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
程
て
、
正
に

内
優
外
患
の
態
て
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
企
業
界
の
内
訳
を
見
る

と
、
二
十
%
1
三
十
%
が
巨
大
企
業

て
、
七
十
%
ー
ハ
十
%
が
宋
零
細

企
業
て
あ
り
、
そ
の
総
売
上
げ
の
七

十
%
ー
ハ
十
%
が
巨
大
企
業
の
も
の

て
あ
り
、
残
り
の
二
十
%
1
三
十
影

の
売
上
げ
を
、
数
多
の
永
零
細
企

業
て
分
ち
合
っ
て
い
る
と
云
う
こ
と

て
、
「
お
国
は
違
え
ど
、
何
処
も
同

じ
:
・
・
:
」
と
妙
な
感
慨
に
う
た
れ

九
こ
と
て
あ
っ
九
0

現
在
フ
ラ
ン
ス
て
ブ
ー
ム
を
呼
ん

て
い
る
も
の
と
云
え
ば
、
、
ジ
グ
ソ
ー

。
ハ
ズ
ル
・
プ
ラ
モ
デ
ル
・
、
ジ
ョ
ギ

.ン
グ
・
漢
方
薬
・
防
犯
機
器
の
設
置

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
(
子
供
向
け
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
マ
ジ
ン
ガ
ー

Z
.
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
・
キ
カ
イ
ダ
ー

と
云
っ
た
も
の
を
子
供
用
品
に
デ
ザ

イ
ン
す
る
の
て
あ
る
が
、
こ
れ
丈
て
、

プ
ラ
ン
タ
ン
百
貨
店
は
三
億
フ
ラ
ン

の
売
上
げ
を
し
た
と
の
事
て
あ
る
。
)

等
々
て
あ
る
が
、
斯
く
の
如
き
安
上

が
り
指
向
を
み
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
一

熊
民
経
済
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ

と
が
出
来
た
と
云
う
も
の
て
あ
る
。

さ
り
と
て
我
々
迄
彼
等
の
お
付
き

合
い
を
す
る
必
要
は
な
い
の
て
あ
る
。

滅
多
に
無
い
機
会
を
充
分
に
活
か

そ
う
と
云
う
訳
て
、
。
ハ
リ
の
ナ
イ
ト

ツ
ァ
ー
を
存
分
に
楽
し
ま
ぜ
て
戴

.い
た
の
て
あ
る
。

先
ず
第
一
夜
は
、
上
品
な
旅
行
者

に
は
不
向
き
な
所
と
さ
れ
て
い
る
、

ピ
ガ
ー
ル
界
隈
を
ひ
や
か
し
て
歩
く

こ
と
に
し
九
0

フ
レ
ン
チ
・
カ
ン
カ
ン
て
有
名
な
、

赤
い
風
車
の
ム
ー
ラ
ン
.
レ
ー
、
シ
ユ

一
゛
、
、

゛＼
、

畠
゛ブ

、

藹.'、
.
一
¥
オ

イ

゛

.
風
」
、
:
.

,
.
一
一
一

冉

'

坤

、
.

.

゛

み
先

込
せ

申
合

お
ル

※

』

一
一

ミ
・

'
,
、.

『
ノ

.

.

ノ

、
曳
、
一

」

,

.

,

、

、

迄
、
軒
並
の
セ
ッ
ク
ス
・
シ
,
ツ
プ

街
を
、
長
の
ポ
ン
引
き
屋
が
我
々

も
知
ら
な
い
卑
狠
な
日
本
語
て
沙

引
く
中
を
、
一
フ
ラ
ン
も
使
わ
ず
に

通
り
抜
け
る
こ
と
の
む
づ
か
し
さ
を
、

厭
と
云
う
程
知
ら
さ
れ
た
の
て
あ
る
。

第
二
夜
は
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
の
夜
の

名
所
、
「
り
ド
」
に
於
て
デ
ィ
ナ
ー

シ
,
ー
を
満
喫
し
た
。

.

着
い
た
席
が
な
ん
と
一
番
テ
ー
ブ

ル
、
所
謂
「
か
ぶ
り
つ
き
」
だ
。

恐
ら
く
ボ
ー
イ
に
握
ら
せ
た
チ
ッ

プ
が
、
多
過
ぎ
九
の
て
あ
ろ
う
。

ブ
ル
ー
ベ
ル
と
呼
ば
れ
る
美
女
達

の
迫
力
あ
る
踊
り
ぱ
か
り
か
、
つ
け

て
い
る
香
水
の
勾
い
ま
て
が
我
々
を

襲
っ
て
来
る
の
に
は
胖
易
と
し
た
こ

と
だ
っ
た
し
、
又
此
処
て
も
金
て
面

を
張
る
日
本
人
が
、
並
居
る
世
界
の

金
持
達
を
尻
目
に
、
国
際
的
に
も
一

流
の
六
り
ド
」
の
、
し
か
も
一
番
テ

ー
ブ
ル
を
占
領
し
て
、
の
さ
ば
り
返

つ
て
い
る
と
思
わ
れ
は
し
な
い
か
と
、

少
々
う
し
ろ
め
九
い
気
が
し
な
い
て

も
な
か
っ
た
が
、
兎
に
角
シ
ャ
ン
。
ハ

ン
に
酔
い
、
素
敵
な
シ
.
ウ
を
見
て
、

ゴ
ー
、
ジ
十
ス
な
気
分
を
味
わ
っ
た
こ

と
は
確
か
て
あ
る
。

契
最
後
の
夜
は
、
こ
れ
又
世
界

的
に
有
名
な
一
局
級
レ
ス
ト
ラ
ン
「
マ

キ
シ
ム
」
に
於
い
て
、
最
後
の
晩
餐

を
酒
落
て
み
た
。

厳
め
し
い
顔
付
き
の
ボ
ー
イ
に
、

後
か
ら
始
終
監
視
さ
れ
乍
ら
の
窮
屈

な
食
事
は
、
味
は
折
り
浮
き
と
云

わ
れ
て
は
い
て
も
、
余
り
旨
い
と
は

云
え
ず
、
や
は
り
料
理
は
「
か
あ
ち

や
ん
の
手
造
り
て
」
と
思
う
て
い
た

の
は
、
一
人
小
生
丈
て
は
な
か
っ
た

様
て
あ
る
。
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、
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中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実
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業
務
指
導
係
(
一
部
)
を
一
階
に
移
設

相
談
業
務
を
充
実

当
所
て
は
、
事
務
局
組
織
の
充
実

を
は
か
る
目
的
て
事
務
局
の
配
置
変

え
を
行
っ
九
。

今
回
の
配
置
変
え
て
は
、
会
員
の

方
々
が
気
軽
に
利
畢
き
る
よ
う
業

務
指
導
第
一
係
を
一
階
に
移
設
、
同

時
に
各
種
胃
板
照
明
関
係
も
一

新
し
た
。

ま
た
、
従
来
二
階
に
あ
っ
九
日
本

税
務
焚
=
奈
良
支
所
も
同
時
に
一
階

に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
九
。

^
奇
、
譜
坐
習
出
出
弐
獣
ハ
急
舌
゛

鵠
゛
、
卓
ン
^
一
三
師
才
剖
、
、
、
、
、
、
J
地
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^
才
町
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、
^
^
古
芦
片
胃
片
亀
^
「
゛
占
^
^
舞
号
^
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^
^
翫

裁
判
費
用
を
立
て
替
え
て
く
れ
る

「
法
律
扶
助
制
度
」

霜
を
呼
ぶ
蒼
き
月
光
中
天
に

小
ぜ
は
し
き
年
の
瀬
な
が
ら
美
術
展

い
さ
か
ひ
し
あ
と
の
障
子
に
日
の
か
げ
り

初
孫
を
得
し
と
墨
濃
き
賀
状
か
な

今
年
こ
そ
書
き
続
け
む
と
初
日
記

五
色
羽
子
ゆ
る
り
と
舞
へ
り
遊
歩
道

喪
の
年
や
し
め
飾
り
な
き
わ
が
内
外

三
輪
山
に
雪
白
く
し
て
初
明
り

満
ち
足
り
て
子
の
家
を
辞
す
冬
夕
焼

元
旦
は
さ
す
が
に
静
か
町
戸
じ
め

日
本
国
害
茨
は
「
す
べ
て
国
民
は

法
の
下
に
平
等
て
あ
っ
て
、
人
種

信
条
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門

地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は

社
会
的
悼
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な

い
」
露
一
四
条
第
1
項
)

「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁

判
を
受
け
る
斯
を
奪
わ
れ
な
い
」

軍
三
二
条
)
と
、
法
の
下
の
平
等

と
裁
判
を
受
け
る
蛎
を
倭
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
裁
判
に
必
要
な
費
用
が

な
く
て
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
が
て
き

な
い
場
合
は
、
こ
の
薪
も
生
か
せ

ま
せ
ん
。

「
法
律
扶
助
制
度
L
 
は
、
こ
の
よ

う
な
 
0
蛎
の
泣
き
寝
入
り
0
 
を
防

ぐ
九
め
に
、
裁
判
て
勝
て
る
見
込
み

山
中
三
木
選

が
あ
り
な
が
ら
裁
判
費
用
が
だ
せ
な

い
人
に
、
雲
・
弁
護
士
費
用
な
ど

を
立
て
替
え
る
も
の
て
す
。

立
替
金
は
、
後
日
償
還
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
資
力
が
な
い
場
合

に
は
分
割
償
還
、
償
還
猶
予
、
償
還

免
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
も
て
き
ま

す
。

こ
の
法
律
扶
助
制
度
は
、
交
通
事

故
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
や
借
地
・

借
家
の
争
い
か
ら
航
婚
請
求
に
い
九

る
ま
て
、
あ
ら
ゆ
る
民
事
上
の
ト
ラ

ブ
ル
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
法
務
局
・
地
空
務
局
の
人

霜
讐
口
、
ま
九
は
法
律
扶
助
協

会
客
都
道
府
県
の
弁
護
吉
館
内
)

ま
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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ー
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ー
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:
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ー
、
ー
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1
弔
1
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1
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亀
1
電
1
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ー
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亀
.
亀
亀
亀
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亀
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亀
、
亀
:
区
:
亀
.
亀
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亀
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亀
、
亀
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一

国
金
だ
よ
り

.

"
国
の
進
学
口
ー
ン
"

国
民
公
庫
奈
良
支
店

口
數

国
民
公
庫
て
は
、
次
の
と
お
り
国

の
進
学
口
ー
ン
を
取
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
こ
の
制
度
を

こ
理
解
い
た
ゞ
く
た
め
、
窓
口
て
の

こ
相
談
事
例
を
と
ー
め
ま
し
九
。

お
知
合
い
に
進
学
き
の
お
子
様

を
お
持
ち
の
方
が
あ
れ
ば
、
ご
紹
介

い
た
ゞ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

賃
金
問
題
特
別
研
究
会
こ
案
内

査
県
経
営
者
塑
(
小
山
恭
二
会
長
)
て
次
に
よ
り
同
研
究
会

を
開
催
す
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
会
(
制
⑳
二
0
0
ご
ま
て

日
時
二
月
二
士
ハ
日
(
午
後
二
時
1
同
四
"

場
所
県
文
化
会
館
第
一
会
議
室

テ
ー
マ
『
昭
和
騎
年
春
季
賃
金
交
渉
の
問
題
点
』

講
師
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
分
室
長
喜
多
村
浩
氏

(
、

進
学
口
ー
ン
の
概
要

■
ご
利
用
て
き
る
方
,
,
,
,
,
,
,
,
,
高
校
・

大
学
等
へ
進
学
さ
れ
分
の
ご
父
母
。

⇔
ご
融
資
額
・
利
率
,
,
,
,
,
,
一
世
出
市
あ

た
り
五
0
万
円
以
内
。
年
八
・
ハ
%

国
ご
返
誘
間
,
:
,
,
・
,
,
,
進
学
す
る
学

校
の
修
業
年
限
以
内
長
長
四
年
)

毎
月
元
利
均
等
返
済
(
一
月
と
七
月

の
増
額
返
済
も
可
能
)
。

四
資
金
の
お
使
い
み
ち
・
:
,
:
・
・
,
入
学

金
授
業
写
の
学
籍
付
金
。
そ

の
他
、
進
学
に
際
し
必
要
な
資
金
。

国
受
付
期
間
,
,
,
,
:
,
,
,
昭
和
五
六
年
一

月
五
日
か
ら
同
年
四
月
三
0
日
ま
て
。

因
取
扱
い
窓
口
,
,
:
,
:
,
'
国
民
ハ
ム
果

良
支
店
(
a
0
七
四
二
ー
ニ
三
ー
ハ

0
四
一
)
ほ
か
各
俄
機
関
。

1
円
『
公
庫
へ
出
向
か
な
く
と
も
借
入

て
き
ま
す
か
。
」
・
・
・
・
・
・
・
・
と
連
絡
く
だ
さ

れ
ば
申
込
用
紙
お
よ
び
解
説
。
ハ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。
ご
案
内
に

基
づ
き
、
必
要
嘉
を
郵
送
い
た
ゞ

け
れ
ぱ
結
構
て
す
。

⇔
『
毎
月
ど
の
く
ら
い
の
返
済
負
担

と
な
る
の
か
。
」
・
:
・
:
借
入
金
額
と
返

秀
間
に
よ
っ
て
異
り
ま
す
が
、
イ

入
額
五
0
万
円
の
場
合
、
大
学
進
学

は
一
四
千
円
西
三
回
払
)
、

、

進
学
は
一
八
千
円
分
三
回
払
)
と

な
り
ま
す
。

国
『
A
桾
発
表
当
日
に
借
入
し
た
い

の
て
す
が
、
ど
ぅ
す
れ
ば
よ
い
て
し

よ
、
つ
か
。
」
:
・
・
:
受
験
前
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
ご
契
約
書

類
を
お
渡
し
す
る
よ
う
配
慮
い
九
し

ま
す
。『

申
込
果
は
最
寄
り
の
金
融
機

四関
に
も
あ
1
三
。
」
:
・
・
:
禽
機

関
の
窓
口
に
は
、
金
融
機
関
扱
(
公

庫
委
託
貸
付
と
な
り
ま
す
。
)
の
用
紙

が
備
付
し
て
あ
り
ま
す
。
公
唐
接

扱
て
お
申
込
み
の
場
合
は
、
公
庫
へ

こ
庫
籍
く
だ
さ
い
。

国
『
郵
便
局
扱
の
進
学
口
ー
ン
を
利

用
し
ま
し
九
が
資
金
が
不
足
し
ま
す
。

公
庫
の
進
学
口
ー
ン
も
借
入
て
き
ま

す
か
。
」
・
:
:
・
一
蝉
市
五
0
万
円
の
範

囲
て
別
途
ご
融
資
し
ま
す
。
し
か
し

金
融
機
関
扱
萎
託
扱
)
は
、
公
庫

直
接
扱
と
重
複
て
き
ま
せ
ん
。

ー
お
奨
め
し
ま
す
ー

査
商
乏
議
所
特
定
退
職
金
共
済
制
度

・
・
・
掛
金
限
度
額
の
引
上
げ
に
つ
い
て

(
昭
和
那
年
4
月
1
日
改
正
)

今
般
覆
税
法
施
行
令
が
改
正
加
入
資
格
商
工
会
議
所
の
地
区
一

、
、
)

^
さ
れ
特
定
退
職
金
共
済
制
度
の
掛
内
に
あ
る
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る
^

{
金
の
最
高
限
驫
が
一
人
当
り
W
 
巧
才
以
上
価
才
迄
の
方
。
但
し
乃
~

口
(
-
0
、
 
0
0
0
円
)
よ
り
玲
才
迄
継
続
し
て
掛
け
る
こ
と
が
て
一

き
る
。

加
入
で
き
な
い
方
事
業
主
及
び
{

事
業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
一

法
人
の
役
員
徒
用
人
兼
覆
員
一

姦
く
。
)

ー
、
、
一

ー
、
ー
ー
、
ー
ー
、
ー
ー
ー
、
ー
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
、
ー
、
ー
、
ー
ー
.
』

5
5

1

6

、
'(

人
期
1

7
0

7

(

(
一
六
、
 
8
0
巴
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
九
。

露
年
姶
月
1
日
施
行
)

こ
の
法
改
正
に
伴
い
当
商
工
会

一
議
所
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
つ

い
て
も
そ
の
掛
金
最
高
限
嘉
を

一

行
の
一
人
当
り
W
口
(
一
 
Q

-
0
0
0
巴
よ
り
玲
口
(
一
六
、

-
8
0
円
)
に
騎
年
4
月
1
日
よ

一
り
引
上
げ
る
よ
う
所
轄
税
務
署

へ
の
申
請
手
続
を
準
備
い
た
し
て

一
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
焚
=
に
△
苔
暑
位
璽

一
所
の
退
職
金
制
度
の
見
直
し
検
討

一
を
是
非
実
施
さ
れ
当
特
定
退
職
金

一
壮
禽
制
度
の
口
数
抽
嶺
又
は
新

一
規
・
追
加
加
入
を
い
九
だ
き
ま
す

一
よ
う
お
奨
め
申
し
あ
げ
ま
す
。

尚
一
人
当
り
玲
口
全
六
、
 
0

-
0
0
巴
ま
て
掛
金
は
損
金
又

は
必
要
経
費
に
算
入
出
来
ま
す
。

.
0

2
0

9
7

1岼

口

円
0

76

口

2

,
0

4
0

7
4

t
1
-
、
ー

82 0
4
0
9
4

48

口

9
0
5
0

5

.
0
9
0
0
0

口3

円
0・

9
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(金融、その他一般相談業務)

業務指導第1係・日本税務協会

退職一時金
3年

5年

死亡退職金

202

1畔

126

199
200

1畔

217.
200

職・時金

940
800

200

00
186

5]4.
200

死亡退職金

337
000

955,
800

00
211.円
500

第149号(第三種郵便物認可)

832
000

未来をひらく綜合警備

10

退職一時金

362.
000

1,568,
000

373.円
000

857、
000

死亡退職

674
000

1,593,
000

強く・正しく・温かく
科学警備のパイオニアとして社員12,000 名全国
350ケ所に事業網をもつ我国最大の警備会社です。

423.円
000

1.66d,
000

16

724.
000

職一時金

3,136,
000

596,円
800

1 714
000

1,078.
900

亡退職金

3.186,
000

2,662,
400

1,158.
400

5,017.
600

742
400

5.097
600

昭和56年2月10日(毎月1回10日発行)奈良会議所ニュース

a

■奈良冨栗所 奈良市二条大路南一丁目2番7号松岡ビル5F
60742-34-791]

本社東京都魅区元旅坂1-6-6第二安全ビル

2F

(検定、労働保険、公取関係)

経理・総務・管理・業務指導第2係

イ蒲保障株系宇、^^

2.679.
500



・
^
:
り
・
,
、
.
レ
^
一
卜
一
一
一
一
^
一
.
γ
、
.
?
ψ
ナ
^
ひ
一
^
一
^
.
、
、
心
ビ
一
.

・
.
"
一
^
.
、
り
・
,
、
.
;
^
や
一
一
一
凡
.
゛
一
ン
.
、
.
?
一
Υ
一
ノ
.
^
七
一
゛
・
一
:
^
ナ
.

r
、
-
f
、
.
、
ψ
『
:
ι
.
吐
(
七
一
.
、
鴫
 
J
、
.
、
.
J
'
、
.
"
、
一
、
.
、
、
.
、
:
.

・
゛
^
1
0
 
.
9
^
ム
、
一
^
^
^
レ
^
^
.
、
、
、
I
J
,
^
仙
^
ψ
、
^
y
Y
ム
=
ト
一
J
、
、
ル
リ

、
、
、
、
J
^
ψ
^
一
、
^
^
^
史
一
.
り
゛
^
ノ
、
.
、
:
、
"
ヘ
.
ん
^
.
^
ι
、
^
、
X
^
"
、
^
.
、
、
^
.
^
'
゛
'
ー
、
、
一
ト
"

次
飯
理
事
予
定
者
決
ま
る

ー
ー
月
定
時
総
会
1

^
る
1
月
^
日
^
:
1
側
^
^
山

1

荘
に
て
本
田
部
長
他
娼
名
(
う
ち
委

任
出
席
巧
名
)
が
参
加
し
て
1
月
定

時
総
会
開
催
。

そ
の
中
て
次
倭
理
事
歪
者
を

全
△
三
致
て
承
認
τ
、
終
了
僻
年

宴
会
を
催
し
親
睦
を
深
め
た
。

次
倭
理
事
歪
者
は
次
の
と
お

り
て
あ
る
。

△
部
長
水
谷
悦
郎
爾
あ
か
し
や

社
長
△
直
前
部
長
本
田
正
人

(
妹
本
里
畢
園
社
長
)
△
専

務
理
事
松
岡
至
(
甥
一
文
珠

四
郎
包
永
社
長
)
△
副
部
長

岡
本
敏
孝
商
本
金
属
工
業
総
専

務
)
△
副
部
長
導
喜
之
(
「
奈

良
漆
器
」
た
る
井
代
表
者
△

監
事
近
東
宏
光
(
共
呈
印
刷

妹
社
長
△
監
事
沢
井
啓
祐
実

業
印
刷
妹
常
務
)
△
総
務
委
員

長
山
本
憲
司
全
賀
菓
繍
専

務
△
会
員
委
員
長
讐
勝
(
神

箸
一
刀
彫
研
究
所
代
表
者
△

研
修
委
員
長
前
田
武
(
前
田
製
菓

営
業
部
長
)
△
璽
委
員
長

中
村
徹
(
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
代
表
者
)

に
よ
り
年
忘
れ
大
会
を
親
。
本
例

会
は
委
員
△
蚕
員
至
画
す
る
と
い

う
意
味
か
ら
、
委
員
会
独
自
の
企
画

・
構
成
・
出
演
に
よ
り
次
の
催
斬

が
行
な
わ
れ
九
。

@
奇
術
宮
沢
笙
子

@
青
年
部
発
会
式
映
長
=
岡
本
敏

孝
@
珍
版
か
ち
か
ち
山
木
堂
一
美
・

西
川
達
夫
・
虎
杖
あ
さ
を
・
細
川

武
@
歌
餐
伎
三
人
吉
三
廓
初
買
大
川

俊
申
塚
の
塚
津
壽
明
・
{
呂

沢
笙
子
・
前
田
武
・
嘉
瀬
井
忠
継

8

T
.
゛
,
ー
?
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゛
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中
い
,
O
M
"
、
,
、
U
;
,
、
,
,
o
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,
;
,
.
、
Y
,
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一
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^
^
^
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一
旦
ど
肯

;
、
、
,
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ム
リ
゛
、
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'
,
六
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6
印
,
;
,
.
'
"
,
:
゛
ー
'
ム

昭
和
五
十
六
年

新
年
賀
会
の
開
催

一
月
六
日
、
奈
良
商
工
会
議
所
、

食
経
済
同
友
会
と
共
催
て
開
催

当
日
は
来
賓
の
上
田
阜
知
事
、
木

山
奈
良
市
長
の
他
、
会
員
多
数
が
、

新
年
の
集
ま
り
に
顔
を
見
せ
終
始
な

ご
や
か
に
交
歓
し
九
。

先
租
に
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

一
月
十
九
日
、
午
後
六
時
か
ら

和
室
に
於
て
、
開
催
、
会
員
の
打

谷
久
義
氏
よ
り
、
守
護
霊
に
つ
い
て

の
話
等
を
聞
き
、
受
講
者
一
同
、
深

い
感
銘
を
受
け
九
。

般
若
心
経
解
説
会

一
月
二
十
日
、
午
後
六
時
よ
り

和
室
に
お
い
て
、
大
和
小
泉
、
庚

忠
昊
金
輪
院
住
職
井
村
良
譲
師

の
般
若
心
経
の
解
説
を
聞
い
九
。

こ
の
講
座
は
シ
リ
ー
ズ
も
の
て
、

受
講
者
は
、
仏
の
教
え
を
充
分
に
、

聞
き
、
心
の
糧
と
し
九
。

@
般
若
心
経
解
説
会

時
二
月
十
七
日
、
三
月
十
七
日

<
連
麹

2
月
例
会
公
本
員
委
員
会
担
当
)

0
 
0

一
、
日
時
 
2
月
幼
日
圈
'
・
ー
:

一
、
場
所
当
所
3
階

一
、
テ
ー
マ
祖
先
の
教
え
に
倣
ぶ

事
業
の
仕
方

一
、
講
師
打
谷
喜
株
式
会
社

社
長
打
谷
久
義
氏

い
づ
れ
も
復
六
時
よ
り

午
後
八
時
ま
て

所
友
好
倶
楽
部
和
室

講
師
大
和
小
毘
患
呈
金
輪
院

住
職
井
村
良
譲
師

@
先
租
に
学
ぷ
セ
ミ
ナ
ー

時
二
月
は
杢
、
二
月
十
六
日

い
ず
れ
も
午
後
六
時
よ
り

復
八
時
ま
て

所
寿
倶
楽
部
和
室

講
師
会
員
の
打
谷
久
義
氏

@
今
後
の
予
定

二
月
例
会

時
二
月
十
日
(
火
)
正
午
よ
り

所
商
工
会
議
所
四
階
中
ホ
ー
ル

講
師
天
理
大
学
教
授橘

重
美
氏

テ
ー
マ
こ
れ
か
ら
の
棗
を
生
き

る
九
め
に
。

@
中
座
観
劇
会
開
催

時
二
月
十
六
日
⑪
午
前
十
一
時

所
大
阪
蛋

出
し
も
の
松
新
喜
劇

①
新
入
会
員
一
梧
介

0
今
里
英
三
氏

住
所
奈
良
市
八
島
町
二
四
二

電
話
引
上
<
九
三
四

役
職
名
奈
良
い
の
ち
の
需

協
会
理
事
長

尚
捻
月
例
会
は
研
修
委
員
会
担
当

コ

、
、
叫
、

゛一リⅧ、エ、
、
、

ん
4

不
透
明
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
は

役
さ
ん
に
、
私
の
云
う
こ
と
が
無
茶

な
こ
と
な
の
か
ど
う
か
を
正
し
九
上

て
返
事
し
て
ほ
し
い
」
と
、
帰
っ
て

も
ら
、
つ
こ
と
に
し
た
0
 
も
,
つ
時
刻
は

午
後
十
一
時
に
近
く
な
っ
て
い
た

翌
日
午
前
十
時
半
頃
、
昨
夜
遅
く

帰
っ
て
行
っ
た
課
長
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
昨
日
の
失
礼
を
謝
し

た
後
「
社
長
さ
ん
の
意
向
を
重
役
に

話
し
ま
し
九
と
こ
ろ
、
御
社
か
ら
は

担
保
を
^
し
て
い
九
だ
か
な
く
と

も
結
準
、
ま
た
、
御
入
用
な
だ
け

糸
は
送
ら
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
九
の
て
、
{
且
敷
く
・
:
し
と
い
う

、

き
輩

ろ..一".一.、と..必力

、
゛

M
社
は
、
従
業

員
僅
か
二
十
倉

の
繊
維
一
次
製
品

の
小
メ
ー
カ
ー
て

あ
る
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
あ
る
商

社
の
下
請
て
あ
る
。

M
、

9

つ
こ
と
を
何
か
月
か
猶
予
し
て
く

れ
る
。
云
い
か
え
れ
ぱ
借
し
て
く
れ

る
の
だ
か
ら
、
誠
に
有
難
い
こ
と

て
、
ど
ぅ
し
て
、
一
字
一
画
ま
た

捺
印
を
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
て
き

よ
う
か
と
い
う
わ
け
光
。
こ
の
よ

つ
な
社
長
の
人
柄
は
、
取
引
銀
行

に
お
い
て
も
十
分
評
価
さ
れ
て
お

り
、
金
融
引
締
め
や
不
況
期
に
か

か
わ
ら
ず
M
社
の
所
用
資
金
は

そ
の
額
に
お
い
て
も
ま
九
金
利
に

お
い
て
も
最
優
遇
の
待
遇
を
受
け

て
い
る

M
社
の
手
形
が
一
字
一
画
も
お
ろ
そ

か
に
さ
れ
ず
、
印
鑑
は
明
瞭
に
、
し

か
も
、
小
ノ
し
も
歪
ま
ず
、
真
直
ぐ
に

押
し
て
あ
る
の
を
見
て
も
社
長
の
人

間
と
し
て
誠
実
さ
が
わ
か
る
。
企
業

は
人
な
り
て
あ
る
」
と
重
役
に
云
わ

れ
九
と
の
事
て
あ
っ
九

こ
の
社
長
は
、
商
売
の
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
つ
い
て
真
面
目
に
、
真
剣
に

取
り
組
ん
て
い
る
。
例
え
ば
、
手
形

の
話
に
な
る
が
、
考
え
方
に
よ
っ
て

は
一
枚
の
紙
片
に
す
ぎ
な
い
手
形
は

そ
れ
だ
け
て
、
何
百
万
円
、
何
千
万

円
あ
る
い
は
何
億
円
の
金
銭
を
支
払

と
こ
ろ
て
、
わ
九
く
し
は
、
 
M

の
社
長
の
や
り
方
が
絶
対
に
正

し
い
と
し
九
り
こ
の
よ
う
な
や

り
方
を
無
条
件
に
勉
大
す
る
つ
も

り
は
毛
頭
な
い
。
八
0
え
は
不

透
明
な
時
代
と
い
わ
れ
、
誰
に
も

自
信
の
持
ち
に
く
い
時
学
あ
っ

て
も
、
こ
れ
を
生
き
ね
ぱ
な
ら
な

い
と
す
れ
ぱ
、
迂
遠
な
よ
う
だ
が

や
は
り
、
商
売
の
原
点
を
見
極
わ

め
、
そ
の
基
本
の
実
施
を
積
み
上

け
る
外
な
い
し
、
し
か
も
そ
れ
が

経
営
の
基
盤
を
か
九
め
、
経
営
者

の
信
用
を
高
め
る
と
共
に
自
信
や

力
を
培
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

云
い
九
か
っ
九
の
て
あ
る

中
小
企
書
断
士
井
上
誠
逸

゛、

1

斤戸務
正
正

く
一

社
長
は
、
小
企
業

て
あ
る
こ
と
か
ら
下
請
け
に
甘
ん

じ
な
が
ら
も
企
業
経
営
者
と
し
て

毅
然
た
る
態
度
を
失
っ
て
は
い
な

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

人
博

に
は
み
な
担
保
を
出
し
て
貰
っ
て
い

る
と
い
う
が
、
他
は
ど
う
あ
れ
、
自

分
は
担
保
を
出
す
意
志
は
毛
頭
な
い

な
ぜ
な
ら
、
担
保
は
、
棗
、
金
銭

を
借
り
た
と
き
に
出
す
も
の
て
あ
っ

て
、
取
り
引
き
に
は
必
要
の
な
い
も

の
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
は

出
す
意
志
は
な
い
。
そ
れ
て
は
不
都

合
と
い
う
の
て
あ
れ
ぱ
、
お
宅
と
の

取
り
引
き
を
打
ち
切
っ
て
也
荘
か
ら

糸
を
買
う
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
兎

も
角
、
あ
な
九
方
の
立
場
も
あ
ろ
う

し
、
夜
も
更
け
お
互
い
困
る
の
て

今
日
の
と
こ
ろ
は
帰
っ
て
、
一
度
重

C
令

、
0

し

1

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
原
料

の
糸
の
仕
入
れ
が
次
第
に
多
く
な

つ
て
き
九
時
、
そ
の
取
引
先
の
商

社
(
下
請
を
し
て
い
る
商
社
と
は

別
の
)
か
ら
何
が
し
か
の
担
保
提

出
の
要
求
が
出
た
。
社
長
は
、
そ

の
意
志
が
な
い
の
て
初
め
の
う
ち

は
適
当
に
断
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
、
そ
の
専
の
担
当
者
は
執
糊

に
食
い
さ
が
る
だ
け
て
な
く
、
い

よ
い
よ
自
分
の
手
に
負
え
な
い
と

な
る
と
、
あ
る
日
上
司
の
課
長
を

伴
っ
て
や
っ
て
来
九
。
そ
し
て
粘

り
戦
術
に
出
て
き
九
。
当
然
双
方

が
そ
れ
だ
れ
の
立
場
の
意
見
を
述

ぺ
る
だ
け
て
一
向
に
埒
が
あ
か
な

弔

.い
だ
け
て
な
く
、
「
担
保
を
出
し

て
ほ
し
い
」
、
「
担
保
は
出
さ
な
い
」

て
深
夜
に
及
び
そ
う
な
気
配
と
な

つ
て
き
た
。
そ
こ
て
、
社
長
は
、

「
あ
な
た
方
は
当
地
方
の
取
引
先

毎
日
の
よ
う
に
大
阪
へ
出
て
い
る
社

長
は
、
所
用
の
途
中
、
そ
の
専
へ

回
り
、
重
役
に
会
っ
て
自
我
を
突
っ

張
っ
た
点
を
謝
し
九
。
こ
の
社
長
は

常
に
相
手
に
敬
意
の
念
を
も
っ
て
接

す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
こ

ろ
力
あ
る

そ
の
後
、
担
当
者
が
来
社
し
た
節

の
話
て
は
、
「
お
前
達
、
本
当
の
商

売
人
吼
企
業
家
と
い
う
の
ど
ん
な
も

の
か
よ
く
憶
え
て
お
く
こ
と
だ
。
 
M

社
の
社
長
は
、
最
近
少
な
く
な
っ
た

杢
の
商
売
人
1
企
業
家
の
一
人
だ

例
え
ば
、
今
回
の
話
だ
け
て
な
く

町
 
2
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肺
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生
命
保
険
と
税
金

知
っ
て
お
き
た
い
税
と
の
関
係

私
た
ち
は
、
毎
日
が
健
康
て
過
ご
せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
ど
ん
な
盃
に
見
餐
わ
れ
る
か
、
だ
れ
に
も
先
の
こ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
。

万
一
の
事
態
に
備
え
て
生
命
倭
に
加
入
し
て
い
る
髭
は
多
く
、

最
近
は
玉
帯
の
う
ち
九
世
帯
が
生
命
俊
に
加
入
し
て
い
る
と
い

わ
れ
、
そ
の
普
及
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
て
、
生
命
倭
に
関
係
す
る
税
金
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま

し
ょ
,
つ
0

.支
払
額
に
応
じ
て

「
生
命
保
険
料
控
除
」

納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と

す
る
生
命
'
、
簡
易
生
命
倭

料
、
郵
便
璽
の
掛
金
、
生
命
共
済

の
掛
金
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

そ
の
年
の
支
払
額
に
応
じ
て
「
生
命

俊
料
控
除
と
し
て
、
そ
の
年
の
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
九
だ

し
、
倭
期
間
が
五
年
に
満
九
な
い

生
命
倭
契
約
や
生
命
共
済
に
係
る

契
約
て
、
'
間
満
了
の
日
に
生

存
し
て
い
る
場
合
な
ど
特
定
の
場
合

に
俊
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な

て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
響
俊
は

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
九
、
そ
の
年
に
生
命
倭
契
約

に
基
づ
い
て
受
取
っ
た
剰
傘
や
割

戻
金
は
、
支
払
っ
た
傑
料
か
ら
差

引
く
こ
と
に
な
う
て
い
ま
す
。

控
除
額
は
次
の
と
お
り
て
す
。

一
支
払
う
た
倭
料
の
合
計
額
が

二
万
五
千
円
ま
て
の
と
き
・
:
:
・
:
・

そ
の
全
額

な
ど
の
発
行
す
る
払
込
証
明
書
を
添

付
又
は
提
示
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ

ん
。

二
支
払
っ
九
俊
料
の
合
計
額
が

二
万
五
千
円
を
超
え
五
万
円
ま
て

の
と
き
・
:
:
・
支
払
俊
料
の
二
分

の
一
プ
ラ
ス
一
万
二
千
五
百
円

三
支
払
っ
た
俊
料
の
合
計
額
が

五
万
円
を
超
え
十
万
円
ま
て
の
と

き
・
:
・
:
支
払
俊
料
の
四
分
の
一

プ
ラ
ス
ニ
万
五
千
円

四
烹
っ
九
俊
料
の
合
計
額
が

十
万
円
を
超
え
る
と
き
:
・
・
:
五
万

円
こ
の
控
除
を
受
け
る
九
め
に
は

次
の
手
続
が
必
要
て
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
通
常

年
末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
ま
す

の
て
「
給
与
所
得
者
の
俊
料
控
除

申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
、

年
末
調
整
の
と
き
ま
て
に
勤
務
先
に

提
出
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

の
他
の
人
の
場
合
は
、
確
定
申
告
書

に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
支

払
っ
た
'
が
一
契
約
て
年
間
九

千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
俊
会
社

〆

契
約
内
写
に
ょ
り

所
得
税
・
相
続
税
等
の
課
税
関
係
が

生
命
俊
契
約
の
俊
料
を
だ
れ

が
負
担
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
相

続
税
又
は
贈
与
税
あ
る
い
は
所
乍
耕

の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

一
満
期
俊
を
受
取
っ
た
と
き

満
期
俊
金
を
受
取
う
た
撮
口
は
、

俊
料
を
だ
れ
が
呈
し
て
い
た
か

に
よ
っ
て
所
侍
税
か
贈
与
税
が
か
か

り
ま
す
。

俊
金
受
取
人
が
'
を
呈

し
て
い
九
と
き
は
、
受
取
っ
九
倭

金
か
ら
呈
し
九
倭
料
を
控
除
し

た
金
額
が
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
の
対
象
と
な
ー
す
。
た

だ
し
、
一
時
所
得
に
は
五
十
万
円
の

特
別
控
除
が
あ
り
、
更
に
、
そ
の
控

除
後
の
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
金
額
に
対
し
て
税
金
が
か
か
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
倭
金
受
取
人
が
倭
料

を
負
担
し
て
い
な
か
っ
九
と
き
は
、

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
贈

与
税
に
は
六
十
万
円
の
基
礎
控
除
が

あ
り
ま
す
。

死
亡
俊
金
を
受
取
っ
た
と
き

一

死
亡
俊
金
を
受
取
っ
九
場
合
は
、

俊
料
を
だ
れ
が
負
担
し
て
い
九
か

に
よ
っ
て
、
親
税
又
は
贈
与
税
あ

る
い
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

死
亡
し
九
人
が
負
担
し
て
い
た
と

き
は
、
倭
金
受
取
人
に
相
続
税
が

か
か
り
ま
す
。
九
だ
し
、
倭
金
受

取
人
が
親
人
て
あ
る
と
き
は
、
原

則
と
し
て
相
続
人
一
人
に
つ
い
て
二

百
五
十
万
円
ま
て
の
金
額
が
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

倭
金
受
取
人
と
死
亡
し
た
人
以

外
の
人
が
俊
料
を
負
担
し
て
い
九

と
き
は
、
俊
金
受
取
人
に
贈
与
税

が
か
か
り
ま
す
。

倭
金
受
取
人
が
俊
料
を
負
担

し
て
い
九
と
き
は
、
受
取
っ
た
俊

金
か
ら
呈
し
た
倭
料
を
控
除
し

九
姦
が
一
時
所
得
と
な
り
ま
す
。

三
満
期
俊
金
や
死
亡
倭
金
を

年
金
て
受
取
る
こ
と
と
な
っ
た
と

き俊
金
を
年
金
て
受
取
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
の
親
税
や
贈
与
税
の

課
税
畏
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
一

又
は
二
と
畏
て
す
。
九
だ
し
、
こ

の
場
合
の
俊
金
の
額
は
、
定
期
的

に
一
定
の
金
額
を
受
取
る
権
利
と
し

て
評
価
し
ま
す
。

毎
年
受
取
る
年
金
に
つ
い
て
は
、

雑
所
侍
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
支
払
倭
料

の
う
ち
、
そ
の
年
に
受
取
る
年
金
に

見
合
う
額
は
控
除
さ
れ
ま
す
。

四
傷
生
昇
約
付
生
命
倭
て
傷
害

給
付
金
を
受
取
っ
九
と
き

生
命
俊
契
約
の
特
約
に
基
.
づ
き
、

身
体
の
傷
害
な
ど
を
原
因
と
し
て

傷
害
給
付
金
を
受
取
っ
九
と
き
は
、

非
課
税
と
な
り
贈
与
税
も
所
得
も

か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
場
合
に
、
支
払
っ
た

医
療
費
が
あ
っ
て
、
医
療
鷺
除
の

適
用
を
受
け
る
と
き
は
、
医
療
費
か

ら
控
除
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
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ご自身の巣をもつということはー・・・

ノぐブレストラン
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営業時問 9:00~22●00
(パプタイム 17:00~22:0の
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ボトルキープ

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円

奈良商工会議所会館地階

=あらゆる商品の輸出入代行=
<お気軽にご相談賜度>

和協貿易株式会社
令S30 奈良市法蓮町 9 7 5

電話(0742) 22-1404
大阪営業所電話(06)-788-2574
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支店長和田善
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